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世－1

【第 1問】東アジア文化圏の形成に関する次の文章ＡとＢを読むとともに、地図【Ⅰ】を参照
し、下の問い（問 1～10）に答えなさい。

Ａ
北周の軍人だった隋の⒜文帝は、南朝の（　ア　）を倒して、南北に分裂していた中国を統

一した。文帝は都を⒝大興城（長安）に定め、財政・軍事の基礎を固めようとしたとともに、
⒞中央集権化をはかった。
文帝の子である煬帝のときに江南と華北を結ぶ大運河が完成した。しかし、これらの大土木

事業などに徴発された農民が困窮し、（　イ　）への遠征の失敗をきっかけとした各地の反乱
の結果、隋は中国統一後30年たらずで滅んだ。

地図【Ⅰ】

問 1　空欄（　ア　）に入る語句として最も適当なものを、次の①から④の中から一つ選び、
番号で答えなさい。　 1　
①斉	 	 	
②宋　	 	
③陳　	 	
④梁　	 	

問 2 　空欄（　イ　）に入る語句として最も適当なものを、次の①から④の中から一つ選び、
番号で答えなさい。　 2　
①衛氏朝鮮　	 	
②高句麗	 	
③高麗　	 	
④渤海

①
②

④

③
太
平
洋



世－2

問 3　下線部⒜文帝に関する説明ＸとＹについて、その正誤の組合せとして最も適当なもの
を、次の①から④の中から一つ選び、番号で答えなさい。　 3　

Ｘ：租調庸制を取り入れた。
Ｙ：府兵制を取り入れた。

①Ｘ：正　　Ｙ：正	
②Ｘ：正　　Ｙ：誤
③Ｘ：誤　　Ｙ：正　
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤

問 4　下線部⒝大興城（長安）の位置として最も適当なものを、地図【Ⅰ】の①から④の中か
ら一つ選び、番号で答えなさい。　 4　

問 5　下線部⒞に関連して、文帝が行った政策に関する説明ＸとＹについて、その正誤の組合
せとして最も適当なものを、次の①から④の中から一つ選び、番号で答えなさい。　 5　

Ｘ：科挙の制度をつくった。
Ｙ：九品中正を廃止した。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　	 	
②Ｘ：正　　Ｙ：誤
③Ｘ：誤　　Ｙ：正　
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤　



世－3

Ｂ
隋末の反乱の中で挙兵した（　ウ　）は、隋を倒し、唐をたてた。 2代目の（　エ　）は中

国を統一し、 3代目の高宗は東西に勢力圏を広げた。
唐代には、中央には⒟三省・⒠六部・御史台を中心とする官制が設けられ、地方では州県制

がしかれた。また、⒡征服地の統治はその土地の有力者にまかせた。
唐の首都長安には、周辺諸国から多くの人々が集まり、仏教寺院だけでなく、⒢景教や祆教
の寺院もつくられた。

問 6　空欄（　ウ　）と（　エ　）に入る語句の組合せとして最も適当なものを、次の①から
⑥の中から一つ選び、番号で答えなさい。　 6　
①ウ：李淵　　　エ：李大釗
②ウ：李淵　　　エ：李世民	  
③ウ：李大釗　　エ：李淵
④ウ：李大釗　　エ：李世民
⑤ウ：李世民　　エ：李淵
⑥ウ：李世民　　エ：李大釗

問 7　下線部⒟三省に関する説明ＸとＹについて、その正誤の組合せとして最も適当なもの
を、次の①から④の中から一つ選び、番号で答えなさい。　 7　

Ｘ：中書省が詔勅などの草案作成を担った。
Ｙ：門下省が詔勅などの執行を担った。

①Ｘ：正　　Ｙ：正
②Ｘ：正　　Ｙ：誤　
③Ｘ：誤　　Ｙ：正　
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤　

問 8　下線部⒠六部・御史台に関する説明ＸとＹについて、その正誤の組合せとして最も適当
なものを、次の①から④の中から一つ選び、番号で答えなさい。　 8　

Ｘ：六部には、吏・戸・礼・兵・刑・工の 6つの部が含まれていた。
Ｙ：御史台は、行政監察を担った。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　
②Ｘ：正　　Ｙ：誤　
③Ｘ：誤　　Ｙ：正　
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤　



世－4

問 9　下線部⒡唐による征服地の統治政策に関する説明ＸとＹについて、その正誤の組合せと
して最も適当なものを、次の①から④の中から一つ選び、番号で答えなさい。　 9　

Ｘ：現地の有力者に統治をまかせる政策を羈縻政策という。
Ｙ：征服地には軍機処がおかれた。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　
②Ｘ：正　　Ｙ：誤　
③Ｘ：誤　　Ｙ：正　
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤　

問10　下線部⒢景教および祆教に関する説明ＸとＹについて、その正誤の組合せとして最も適
当なものを、次の①から④の中から一つ選び、番号で答えなさい。　10　

Ｘ：景教とは、ゾロアスター教のことを指す。
Ｙ：祆教とは、マニ教のことを指す。

①Ｘ：正　　Ｙ：正
②Ｘ：正　　Ｙ：誤
③Ｘ：誤　　Ｙ：正　
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤



世－5

【第 2問】西ヨーロッパ世界の成立に関する次の文章を読むとともに、地図【Ⅱ】を参照し、
下の問い（問 1～10）に答えなさい。

481年、⒜クローヴィスはフランク王に即位し、その後全フランクを統一した。当時、他の
ゲルマン人の多くが（　ア　）派キリスト教を信仰していたのに対して、クローヴィスは
（　イ　）派に改宗し、ローマ人貴族を支配層に取り込んだ。こうして、フランク王国は西ヨ
ーロッパの中心勢力となっていった。
そのフランク王国と協同して西ヨーロッパ世界の形成に寄与したのが、ローマ＝カトリック

教会である。
ローマ帝政末期に、⒝五本山と呼ばれたキリスト教会のうち、ローマ教会とコンスタンティ

ノープル教会は特に有力であった。（　ウ　）によって西ローマ帝国が滅ぼされると、ローマ
教会はしだいにコンスタンティノープル教会から離れ、独自の活動を進めるようになった。
東西の教会の断絶は、聖像をめぐる対立でさらに深まった。726年ビザンツ皇帝（　エ　）

が聖像禁止令を発布すると、ローマ教会はこれに反発した。以後、ローマ教会は、自らの保護
者としてビザンツ皇帝に対抗可能な政治勢力を欲するようになった。
8世紀後半に即位したフランク王国の⒞カールは、（　オ　）を征服するなど、⒟西ヨー

ロッパの主要部分を統一した。その結果フランク王国は、ビザンツ帝国に匹敵する強大国とな
った。
ビザンツ皇帝に対抗できる政治的保護者をカールに見出したローマ教会は800年、教皇

（　カ　）よりカールにローマ皇帝の帝冠を与えた。⒠カールの戴冠とともにローマ教会は「西
ローマ帝国」の復活を宣言し、西ヨーロッパ中世世界がここに誕生した。

地図【Ⅱ】
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世－6

問 1　空欄（　ア　）と（　イ　）に入る語句の組合せとして最も適当なものを、次の①から
⑥の中から一つ選び、番号で答えなさい。　11　
①ア：アタナシウス　　イ：アリウス
②ア：アタナシウス　　イ：ネストリウス
③ア：アリウス　　　　イ：アタナシウス　
④ア：アリウス　　　　イ：ネストリウス
⑤ア：ネストリウス　　イ：アタナシウス
⑥ア：ネストリウス　　イ：アリウス

問 2　空欄（　ウ　）に入る語句として最も適当なものを、次の①から④の中から一つ選び、
番号で答えなさい。　12　
①アッティラ王	  
②オドアケル	 	
③カール＝マルテル	  
④テオドリック大王	

問 3 　空欄（　エ　）に入る語句として最も適当なものを、次の①から⑥の中から一つ選び、
番号で答えなさい。　13　
①インノケンティウス １世	
②ウルバヌス 2世	 	
③グレゴリウス １世	 	
④グレゴリウス ７世	 	
⑤ハインリヒ ４世	 	 	
⑥レオン 3世	 	 	

問 4 　空欄（　オ　）に入る語句として最も適当なものを、次の①から④の中から一つ選び、
番号で答えなさい。　14　
①ヴァンダル王国	  
②東ゴート王国	
③ブルグンド王国	  
④ランゴバルド王国



世－7

問 5　空欄（　カ　）に入る語句として最も適当なものを、次の①から⑥の中から一つ選び、
番号で答えなさい。　15　
①エドワード １世
②フィリップ ４世	 	
③ヘンリ ２世	 	
④ボニファティウス ８世	 	
⑤レオ 3世		 	
⑥レオ１０世		 	

問 6 　下線部⒜クローヴィスに関する説明ＸとＹについて、その正誤の組合せとして最も適当
なものを、次の①から④の中から一つ選び、番号で答えなさい。　16　

Ｘ：カロリング朝を開いた。
Ｙ：トゥール・ポワティエ間の戦いに勝利した。

①Ｘ：正　　Ｙ：正
②Ｘ：正　　Ｙ：誤　
③Ｘ：誤　　Ｙ：正　	 	
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤　	

問 7 　下線部⒝五本山の位置として誤っているものを、地図【Ⅱ】の①から⑥の中から一つ選
び、番号で答えなさい。　17　

問 8　下線部⒞カールに関する説明ＸとＹについて、その正誤の組合せとして最も適当なもの
を、次の①から④の中から一つ選び、番号で答えなさい。　18　

Ｘ：ピピン（小ピピン）の子だった。
Ｙ：ラヴェンナ地方を教皇に寄進した。

①Ｘ：正　　Ｙ：正
②Ｘ：正　　Ｙ：誤　	
③Ｘ：誤　　Ｙ：正　	 	
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤



世－8

問 9　下線部⒟カールによる西ヨーロッパの主要部分の統一に関する説明ＸとＹについて、そ
の正誤の組合せとして最も適当なものを、次の①から④の中から一つ選び、番号で答えな
さい。　19　

Ｘ：アヴァール人を撃退した。
Ｙ：ザクセン人を服従させた。

①Ｘ：正　　Ｙ：正	 	
②Ｘ：正　　Ｙ：誤　
③Ｘ：誤　　Ｙ：正　	 	
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤　

問10　下線部⒠「西ローマ帝国」復活の宣言および西ヨーロッパ中世世界の誕生に関する説明
ＸとＹについて、その正誤の組合せとして最も適当なものを、次の①から④の中から一つ
選び、番号で答えなさい。　20　

Ｘ：カールの戴冠にともなって成立したのが、神聖ローマ帝国である。
Ｙ：1054年に、ローマ＝カトリック教会とギリシア正教会は完全に分裂した。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　	
②Ｘ：正　　Ｙ：誤　	
③Ｘ：誤　　Ｙ：正　	  
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤



世－9

【第 3問】アジア諸地域の動揺に関する次の文章ＡとＢを読み、下の問い（問 1～10）に答え
なさい。

Ａ
ヨーロッパ列強の攻勢により、オスマン帝国の支配に動揺がみられるようになると、アジア

諸地域でさまざまな新しい運動が始まった。
エジプトは1798年フランスに占領されたが、まもなくフランスは（　ア　）とオスマン帝国

の連合軍に敗れ、この地のオスマン帝国の主権が回復した。しかし、この混乱に乗じて、ムハ
ンマド＝アリーは民衆から支持を集め、エジプト総督となった。
ムハンマド＝アリーは旧勢力の⒜マムルークを一掃し、（　イ　）の助けによって近代的な
軍隊を創設するなど、⒝様々な改革を行った。エジプトの富国強兵を推進した彼は、オスマン
帝国の求めに応じて1818年、一時⒞ワッハーブ王国を滅ぼした。その後 2度にわたっておこっ
た⒟エジプト＝トルコ戦争では、（　イ　）から援助されたエジプトがオスマン帝国に勝利を
収めた。

問 1　空欄（　ア　）に入る語句として最も適当なものを、次の①から④の中から一つ選び、
番号で答えなさい。　21　
①イギリス
②スウェーデン
③デンマーク
④ロシア

問 2　空欄（　イ　）に入る語句として最も適当なものを、次の①から④の中から一つ選び、
番号で答えなさい。　22　
①イタリア
②スペイン
③フランス	
④ポルトガル



世－10

問 3 　下線部⒜マムルークに関連して、13世紀にマムルークがたてたマムルーク朝に関する説
明ＸとＹについて、その正誤の組合せとして最も適当なものを、次の①から④の中から一
つ選び、番号で答えなさい。　23　

Ｘ：アイユーブ朝を倒してたてられた。
Ｙ：第 5代スルタンのバイバルスは、モンゴル軍を撃退した。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　	
②Ｘ：正　　Ｙ：誤　	
③Ｘ：誤　　Ｙ：正　	 	
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤　

問 4　下線部⒝ムハンマド＝アリーが進めた様々な改革に関する説明ＸとＹについて、その正
誤の組合せとして最も適当なものを、次の①から④の中から一つ選び、番号で答えなさ
い。　24　

Ｘ：造船所を建設した。
Ｙ：綿花などの商品作物を奨励した。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　	
②Ｘ：正　　Ｙ：誤　
③Ｘ：誤　　Ｙ：正　	 	
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤　

問 5　下線部⒞ワッハーブ王国に関連して、ワッハーブ王国をたてたワッハーブ派に関する説
明ＸとＹについて、その正誤の組合せとして最も適当なものを、次の①から④の中から一
つ選び、番号で答えなさい。　25　

Ｘ：神秘主義（スーフィズム）と聖者崇拝によってイスラーム教は堕落したとみなした。
Ｙ：預言者ムハンマドの教えに帰れと説いた。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　	
②Ｘ：正　　Ｙ：誤　
③Ｘ：誤　　Ｙ：正　
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤



世－11

問 6 　下線部⒟エジプト＝トルコ戦争に関する説明ＸとＹについて、その正誤の組合せとして
最も適当なものを、次の①から④の中から一つ選び、番号で答えなさい。　26　

Ｘ：ロシアがオスマン帝国を援助した。
Ｙ：戦争によって莫大な債務を抱えたエジプトは、1875年にパナマ運河会社株の 4割をイ
ギリスに売却した。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　	
②Ｘ：正　　Ｙ：誤　	
③Ｘ：誤　　Ｙ：正　
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤　

Ｂ
⒠サファヴィー朝が滅亡した後、18世紀末のイランでは（　ウ　）がおこった。（　ウ　）

は領土をめぐってロシアと戦って敗れ、⒡トルコマンチャーイ条約を結んだ。（　ウ　）の専
制に対しては、⒢1848年にバーブ教徒が武装蜂起したが、すぐに政府によって鎮圧された。

問 7　空欄（　ウ　）に入る語句として最も適当なものを、次の①から④の中から一つ選び、
番号で答えなさい。　27　
①アユタヤ朝	 	
②カージャール朝	
③ティムール朝	
④パフレヴィー朝	  

問 8 　下線部⒠サファヴィー朝に関する説明ＸとＹについて、その正誤の組合せとして最も適
当なものを、次の①から④の中から一つ選び、番号で答えなさい。　28　

Ｘ：アッバース 1世のときに最盛期となった。
Ｙ：建国後、シーア派を国教とした。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　	
②Ｘ：正　　Ｙ：誤　	
③Ｘ：誤　　Ｙ：正　
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤



世－12

問 9 　下線部⒡トルコマンチャーイ条約に関する説明ＸとＹについて、その正誤の組合せとし
て最も適当なものを、次の①から④の中から一つ選び、番号で答えなさい。　29　

Ｘ：イランはロシアに首都リヤドを割譲した。
Ｙ：イランはロシアに治外法権を認めた。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　	
②Ｘ：正　　Ｙ：誤　	
③Ｘ：誤　　Ｙ：正　	
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤　

問10　下線部⒢1848年におこったバーブ教徒の武装蜂起に関する説明ＸとＹについて、その正
誤の組合せとして最も適当なものを、次の①から④の中から一つ選び、番号で答えなさ
い。　30　

Ｘ：バーブ教の開祖アフガーニーが主導した。
Ｙ：この武装蜂起と同時にタバコ＝ボイコット運動が展開された。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　　 
②Ｘ：正　　Ｙ：誤　
③Ｘ：誤　　Ｙ：正　
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤



世－13

【第 4問】太平洋諸地域の分割とラテンアメリカ諸国の抵抗に関する次の文章ＡとＢを読み、
下の問い（問 1～10）に答えなさい。

Ａ
太平洋地域には、18世紀にイギリス、19世紀になるとアメリカ合衆国などが進出した。
イギリスは、18世紀後半に（　ア　）を自国の領土とした。19世紀中期に金鉱が発見される

と（　ア　）は急速に発展し、その過程で「アボリジニー」と呼ばれた先住民が奥地に追われ
ることとなった。また、同じくイギリスに領有された（　イ　）でも、先住民マオリ人の抵抗
が武力で抑制された。
アメリカ合衆国は1898年の⒜アメリカ＝スペイン戦争の結果、（　ウ　）を獲得した。また、
同年⒝ハワイも併合した。

問 1　空欄（　ア　）に入る語句として最も適当なものを、次の①から⑧の中から一つ選び、
番号で答えなさい。　31　
①インドシナ連邦	 　	 	
②オーストラリア	
③シンガポール	 　
④タイ	 	 　
⑤ニューカレドニア	 　
⑥ニュージーランド	 　
⑦ビルマ	 	 　
⑧フィリピン	 	 　

問 2　空欄（　イ　）に入る語句として最も適当なものを、次の①から⑧の中から一つ選び、
番号で答えなさい。　32　
①インドシナ連邦	 　	 	
②オーストラリア	  
③シンガポール	 　
④タイ	 	 　
⑤ニューカレドニア	 　
⑥ニュージーランド	 　
⑦ビルマ	 	
⑧フィリピン



世－14

問 3 　空欄（　ウ　）に入る語句として最も適当なものを、次の①から⑧の中から一つ選び、
番号で答えなさい。　33　
①インドシナ連邦	 　	 	
②オーストラリア	  
③シンガポール	 　
④タイ	 	
⑤ニューカレドニア	
⑥ニュージーランド	 　
⑦ビルマ	 	
⑧フィリピン	 	

問 4 　下線部⒜アメリカ＝スペイン戦争に関する説明ＸとＹについて、その正誤の組合せとし
て最も適当なものを、次の①から④の中から一つ選び、番号で答えなさい。　34　

Ｘ：アメリカのセオドア＝ローズヴェルト大統領がおこした。
Ｙ：キューバの独立運動に乗じておこされた。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　
②Ｘ：正　　Ｙ：誤　	
③Ｘ：誤　　Ｙ：正　
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤　

問 5　下線部⒝ハワイに関する説明ＸとＹについて、その正誤の組合せとして最も適当なもの
を、次の①から④の中から一つ選び、番号で答えなさい。　35　

Ｘ：1893年に最後の女王リリウオカラニが退位させられた。
Ｙ：1898年までスペインの植民地だった。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　
②Ｘ：正　　Ｙ：誤　	
③Ｘ：誤　　Ｙ：正　
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤



世－15

Ｂ
メキシコでは、⒞アメリカ＝メキシコ戦争に敗れた後、教会の土地所有を禁止する改革など
が進められた。1860年代にはフランスの⒟ナポレオン 3世が内政に介入する事件が発生したも
のの、アメリカの強い反対などでこの干渉は失敗した。その後大統領に就任した（　エ　）は
鉱山開発などでさらに近代化をすすめた。やがて（　エ　）政権が長期化して独裁的になる
と、（　オ　）が呼びかけて1910年にメキシコ革命がおこされた。革命後も政変が続いたため、
アメリカの⒠ウィルソン政権が合憲的な政権の樹立を要求してメキシコに海兵隊を派遣した。
これに対してメキシコ側は強く反発した。その後1917年、メキシコでは⒡民主的な憲法が制定
された。

問 6　空欄（　エ　）と（　オ　）に入る語句の組合せとして最も適当なものを、次の①から
⑥の中から一つ選び、番号で答えなさい。　36　
①エ：ディアス　　オ：フアレス
②エ：ディアス　　オ：マデロ　
③エ：フアレス　　オ：ディアス　
④エ：フアレス　　オ：マデロ
⑤エ：マデロ　　　オ：ディアス
⑥エ：マデロ　　　オ：フアレス

問 7　下線部⒞アメリカ＝メキシコ戦争に関する説明ＸとＹについて、その正誤の組合せとし
て最も適当なものを、次の①から④の中から一つ選び、番号で答えなさい。　37　

Ｘ：この戦争の結果、アメリカはカリフォルニアを獲得した。
Ｙ：この戦争の影響で、後にモンロー教書が発表された。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　
②Ｘ：正　　Ｙ：誤　
③Ｘ：誤　　Ｙ：正　
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤



世－16

問 8 　下線部⒟ナポレオン 3世に関する説明ＸとＹについて、その正誤の組合せとして最も適
当なものを、次の①から④の中から一つ選び、番号で答えなさい。　38　

Ｘ：ナポレオン 3世による治世を第二帝政と呼ぶ。
Ｙ：アロー戦争をおこした。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　
②Ｘ：正　　Ｙ：誤　
③Ｘ：誤　　Ｙ：正　	
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤　

問 9　下線部⒠ウィルソン政権に関する説明ＸとＹについて、その正誤の組合せとして最も適
当なものを、次の①から④の中から一つ選び、番号で答えなさい。　39　

Ｘ：「新しい自由」を掲げ、反トラスト法の強化や関税の引き下げを行った。
Ｙ：パナマ運河の管理権を獲得した。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　	
②Ｘ：正　　Ｙ：誤　
③Ｘ：誤　　Ｙ：正　
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤　

問10　下線部⒡1917年にメキシコで制定された民主的な憲法に関する説明ＸとＹについて、そ
の正誤の組合せとして最も適当なものを、次の①から④の中から一つ選び、番号で答えな
さい。　40　

Ｘ：政教分離がうたわれた。
Ｙ：大統領権限が強化された。

①Ｘ：正　　Ｙ：正	 	
②Ｘ：正　　Ｙ：誤　	
③Ｘ：誤　　Ｙ：正　
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤　


